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⑮ 研究概要
脳卒中や心不全のQOL調査を継続して行い， Q
OL評価法の統計学的研究も続けている.JAPAN-
KD臨床試験(保存期慢性腎不全)のデータセンター
としての活動も進行中である.伝統医薬に関するア
ウトカム研究・臨床試験のプロジ、エクトも継続して
いる.新たに始まったものとしては，糖尿病に関す
るメタアナリシス研究医療用具の臨床試験ガイド
ライン策定，脳卒中領域の診療ガイドライン策定の
研究が挙げられる.
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